
事前評価調書 

 

事 業 名 地域防災対策総合治山事業（土丸地区） 

担 当 部 署 泉州農と緑の総合事務所 

緑地整備課(連絡先：０７２－４３８－１２９６) 

事 業 箇 所 泉佐野市土丸地内 

目   的 森林の持つ水源のかん養機能及び土砂流出防止機能等の向上を図り、山地

災害の未然防止により地域住民の安全を確保する。 

内   容 【事業区域面積】 ８７ ha 

【事業の対象となる森林】 保安林（水源の涵養） ８７ ｈａ 

【事業内容】 

○ 過密状態となり土壌の流出が見られるスギ・ヒノキ人工林における間伐・枝打

ち等森林整備の実施⇒１５ha 

○ 荒廃渓流や荒廃移行地における治山施設の整備 

⇒治山ダム工（谷止工）８基 

                               〃    （床固工）２基 

                             流路工 3 箇所 

○ 適切な森林管理（森林整備、林野火災対応等）のための作業歩道の整備 

⇒開設２，８００ｍ 

全体事業費  ：  2.2 億円（国費１．１億円） 

（内訳）測量設計費等 約   0.1 億円 

     工事費 約   2.1 億円 

事 業 費 

【事業費の積算根拠】 

 これまでの実績価格による。 

【工事費の内訳】 

治山ダム工（谷止工） 約  0.9 億円 

〃   （床固工） 約  0.2 億円 

流路工          約  0.4 億円 

作業歩道約       約  0.5 億円 

森林整備約       約  0.1 億円 

事業費の 

変動要因 

【他事業者との協議状況】 該当なし。 

【今後の事業費変動要因の予測】 

治山ダム（谷止工、床固工）等の施設整備については、地質・基礎地盤の風

化度合い等、自然条件により、規模・構造等の変更が発生する場合があるため、

工事費の増減が生じる。 

維持管理費 維持管理費は発生しない 

事 

業 

概 

要 

関連事業 該当なし 

上位計画等の 

位置づけ 

○ 森林法に基づく「森林整備保全事業計画」 

○ 大阪府地域防災計画（山地災害危険地区） 

優先度 

○ 当該地域は、急峻で地質的にも脆弱な地域であり、府内の他の森林に比 

較して手入れの遅れている人工林が多く、緊急に間伐を必要とする森林が多い。

このため、近年では支渓から侵食土砂が本流に流出する現象が顕著な状況とな

っている。また、本流には土石や流木が堆積し両岸は侵食作用を受け 

崖状を呈し山腹崩壊の恐れも生じている。 

このまま放置すれば、さらに表土の流出による山地の荒廃が進み、水土保全機

能の低下により、豪雨時には土石流の発生源となる危険性が懸念されるため優先

度は高い。 

事業段階ごと

の進捗予定と

効果 

H21   国庫補助事業として採択（林野庁） 全体計画の策定・詳細・実施設計、

工事着手 

H22～24   実施設計・工事施工 

H24   事業完了予定 

 H21 H22 H23 H24 

進捗 全体計画 

実施設計 

渓間工 

作業歩道 

 

実施設計 

渓間工 

作業歩道 

森林整備 

実施設計 

渓間工 

作業歩道 

森林整備 

実施設計 

渓間工 

作業歩道 

森林整備 

効果 渓流の安定

区間の創出 

 

 

 

 

 

 

渓 流 安 定

区 間 の 増

加 

森 林 整 備

に よ り 機

能 回 復 森

林の創出 

渓流安定区

間の増加 

森林整備に

より機能回

復森林の増

加 

水源涵養機

能、土砂流出

防止機能な

どの高度発

揮により、災

害の未然防

止を図る。 

 

事
業
の
進
捗
予
定 

完成予定年 平成２４年度 

事
業
目
的
に
関
す
る
諸
状
況 

○事業地の状況 

 事業対象区域の森林は 8７ha あり、和泉山脈の西に位置し、和歌山県境と接する森林である。

樫井川上流二瀬川の支流にあたり標高は１９０～４８０ｍの急峻な斜面で、地質は和泉層群で脆

弱である。森林の現況は、人工林が多く、長期間手入れがなされていない森林が多い。保全対

象としては、主要地方道泉佐野打田線のほか、泉佐野市の観光地の一つである犬鳴温泉街や

福祉施設などがあり、森林の有する水土保全機能を高度に発揮させ、災害からそれら施設を守る

必要がある。 

 しかし、近年、木材価格の低迷、林業労働者の高齢化等により、間伐等の手入れがなされず、

森林の荒廃が進み、表土が流出するなど水土保全機能が著しく低下している。 

また、平成８年度に金剛生駒紀泉国定公園に指定され、本地区の中央部を環境省指定の長距

離自然歩道「近畿自然歩道」が通ることから、ハイカーの入込みが増加し、レクリエーション利用

が進む状況となっている。反面、火の不始末による山火事の発生の恐れに対し、地元からは、林

野火災予防に対する迅速な取り組みが求められている｡ 

事
業
を
巡
る
社
会
経
済
情
勢 

地
元
等
の
協
力
体

○ 平成 20 年 12 月には、本地区の計画に際し、地元、泉佐野市土丸地区の自治会をはじめ関

係者による計画実施に向けての全面協力が確認された。 

○ また、治山施設、作業歩道に係る、土地の無償使用に際して、土地所有者の特定、同者へ

の協力要請など地元協力体制が構築された。 



具体的な便益内容 備    考 

費用便益分析 

・Ｂ／Ｃ＝２.３３ 

 

便益総額 Ｂ＝4.91 億円 

 ①水源かん養便益（洪水防止、流域貯水、

水質浄化）   0.97 億円 

 ②環境保全便益（炭素固定、保健休養） 

0.49 億円 

 ③災害防止便益（土砂災害防止） 

 3.45 億円 

 

 

総費用 Ｃ＝2.11 億円 

 評価期間における工事費  

2.24 億円 

  

【算定根拠】 

林野公共事業における事前評価マニュアル

（林野庁 H14.3 策定、H20.5 改正）により算

出 

【便益】 

 ①水源かん養便益 

   森林の状態が良好に保たれること 

によって、洪水防止・流域貯留・水 

質浄化に寄与する便益を評価。 

②環境保全便益 

  森林の状態が良好に保たれる事によっ

て、炭素固定の環境保全に寄与する便益を

評価。 

③災害防止便益 

  治山事業の実施により、山地災害により

失われる可能性ある資産等の保全に寄与

する便益を評価。 

【費用】前述の全体事業費とした。   

【受益者】： 府民、保全対象地区内住民 

事
業
効
果
の
分
析 

定性的分析 

＜安全・安心＞ 

○ 治山施設（渓間工）を整備することにより、渓流に堆積した不安定土砂の抑止など渓流荒

廃地の整備を行い、土石流を抑止し、山地災害を未然に防止することにより、下流住民のく

らしの安全に資する。 

○ 森林を整備することにより、森林の持つ水土保全機能の向上を図り、山地災害を未然に防

止し、地域住民の生命と財産の保全に資する。 

○ また、林野火災発生時に、作業歩道は地元消防団の消火活動に資する。 

＜活力＞ 

○ 森林の整備に不可欠な作業歩道を整備することで、現場に入りやすくなり、地区住民や所

有者の森林の管理に対する関心。意欲が高まるとともに、地区の共同作業が活性化する。

＜快適性＞ 

○ 森林整備を進めることにより、美しい森林景観が形成され、近畿自然歩道のハイカーなど

入山者に快適な環境を提供することができる。 

○ 森林整備により、人工林の林床植生が形成され、多様な生物環境となることが期待できる。

＜その他＞ 

治山施設により渓流の侵食作用が緩和され、水質が向上し、清流の復元が期待できる。 

 

自
然
環
境
等
へ
の
影
響
と
対
策 

本事業は、荒廃地の復旧と、荒廃の進む森林の整備を行い、自然環境を向上させるものであり、自然環

境等へ与える影響は少ない｡ 

○ 治山施設の整備に当たっては、自然景観に配慮し、コンクリート堰堤には木製残置型枠を使用、その

他土留め等土木構造物についても積極的に間伐材を活用する。 

○ 作業歩道の整備に当たっては、自然地への改変を最小限に抑える線形を計画する。 

○ 工事施工にあたっては、仮設土留等を設置し掘削土砂が下流に流出しないよう配慮する。 

代
替
案
と
の
比
較
検
討 

項目 
＜代替案Ａ＞ 

森林整備のみ実施 

＜代替案 B＞ 

治山施設のみ実施 

＜計画案＞ 

森林整備･治山施設実施 

自然環境に関するこ

と 

○森林整備が中心であるた

め影響は少ない。 

×一定の自然改変は避けら

れない。 

○森林整備と併せて実施すること

で影響を少なくできる。 

コストに関すること ○安価 ×高価 
△A 案よりは高価で B 案よりは安

価｡ 

防災効果に関する ×確実性は低い ○確実性は高い ○A、B 案の補完により効果発現

利活用に関すること 

×森林整備のみでは林内

の山道を利用した森林作業

に限定され、効率的な利用

は期待できない。 

×治山施設のみの整備で

は、面的広がりを持つ森林

は良くならない｡ 

○作業歩道が整備されることで、

効率的な森林作業の実施が可能

になるとともに防火機能が発現し

林野火災拡大防止に資する。 

その他 

×効果の発現に時間がか

かる｡ 

○自然環境・景観への影響

は小さい。 

○効果がすぐ現れる｡ 

×自然環境・景観への影響

が大きい。 

○A、B 案の長所・短所を補完す

ることによりにより事業効果を発現

総合判定 △ △ ○ 

以上比較検討した結果、森林整備と治山施設を総合的に整備する計画案が、費用に対し最も効果が期待で

き、自然環境への影響が少ないものと判断される。 

そ
の
他
特
記
す
べ
き
事
項

○ 森林の有する水源かん養機能などの重要性や、府民の生命・財産を守る治山事業につい

てホームページ等を通じて PR を進める。 

評価結果 

「事業実施は妥当」 

水源涵養機能及び土砂流出防止機能等の向上を図る為、事業効果の分析等評価を行った結果、山

地災害を未然に防止し地域住民の安全を確保する効果が認められることから「事業実施」とする。

 



整備対象区域

（８７ｈａ）

山地災害危険地区

（崩壊土砂流出２５－５）

保安林区域

（水源涵養）

保全対象

（府道、人家、農地
公共施設等）

谷止工

（８基）

床固工

（2基）

流路工

（3箇所）

作業歩道

（Ｌ＝２８００ｍ）

森林整備

（Ａ＝１５ｈａ）

地域防災対策総合治山事業（泉佐野市土丸）

治山施設谷止工のイメージ

（残置式型枠使用）

森林整備施工前後イメージ

施工前の森林荒廃の状況
森林整備（間伐）と作業歩道
の整備イメージ

整備計画図

計画位置

谷止工（ｺﾝｸﾘｰﾄえん堤）構造図
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